
男女共同参画情報コーナー

～一人ひとりが幸せを実感できるまちへ～
【編集】＝「とらいあんぐる」編集員
【問合先】＝本庁企画政策部コミュニティ課
　　　　　男女共同参画グループ
　　　　　 （23）5111（内線4612）

■ 

男
女
共
同
参
画
講
座
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

性
別
を
超
え
　
世
代
を
超
え
　

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
　
　
　

実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
や
学
校
、
事
業
所
な
ど
で

講
座
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
師
派
遣

の
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
問
合
先
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
参
加
者
Ａ
さ
ん
の
感
想
】

　

子
ど
も
と
接
す
る
と
き
、
Ｉ（
ア
イ
）メ
ッ

セ
ー
ジ
で
伝
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
、
お
互
い
の
意
見
を
認
め
、
違
い
を

恐
れ
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
大
人
が
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

違
い
は「
豊
か
」で
あ
り
、
お
互
い
の
違
い
を

認
め
、
尊
重
し
合
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

【
参
加
者
Ｂ
さ
ん
の
感
想
】

　

今
ま
で
に
な
い
講
演
で
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。｢

地
域
で
生
き
る｣

と
い
う
話
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

ま
な
ざ
し
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実

は｢

隣
は
何
を
す
る
人
ぞ｣

と
言
わ
ん
ば
か
り

に
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
生
き
づ
ら
い
世
の
中
に
な
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人気の講座テーマ

男女共同参画社会と人権について

一人ひとりの人権が尊重される地域づくり

２１世紀の男女パートナーシップのあり方について

愛ってなぁ～に？～ココロとカラダを大切に～

子どもの人権が尊重され、子どもへの暴力のない社会をめざして

自分らしく生きるために、私のこと、友達のことを考えてみよう
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一人ひとりの人権が尊重される地域づくり
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意識をカイカク。
　　男女でサンカク。
　　　　社会をヘンカク。

【平成28年度キャッチフレーズ】

■ 男女共同参画週間

国 6月23日～ 29日

県 7月25日～ 31日

　｢

と
ら
い
あ
ん
ぐ
る｣

は
、
市
民
が
作
る
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
で
す
。
あ
な
た
も
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

＊ 

応
募
方
法
や
こ
の
情
報
に
関
す
る
意
見
・
感
想
・
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
は
、

問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】＝
満
18
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）で
本
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
さ
れ

て
い
る
方

【
応
募
締
切
】＝
７
月
29
日（
金
）

【
問
合
先
】＝
〒
８
９
５
―
８
６
５
０　

神
田
町
３
番
22
号　

薩
摩
川
内
市
役
所　

企
画

政
策
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ

（
23
）５
１
１
１（
内
線
４
６
１
２
）　

（
20
）５
５
７
０

sho-gender@
city.satsum

asendai.lg.jp

編
集
員
募
集 ▲ 城上小学校家庭教育学級

　テーマ： ｢子育て世代の男女共同
参画について｣

▲ 薩摩川内市社会福祉協議会主催　
第１回精神保健福祉ボランティア
養成講座
　テーマ： ｢一人ひとりの人権が尊

重される地域づくり｣

市
民
活
動
支
援
補
助
金

（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）と

は
　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
採
用
時
に
本

市
に
居
住
で
き
る
者
で
、
職
種
ご
と
に
下
表

に
定
め
て
い
る
と
お
り
で
す
。

＊ 

募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は
、
本
庁
４

階
総
務
課
・
各
支
所
地
域
振
興
課
・
消
防

局
・
各
消
防
署
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
）。

【
試
験
日
時
】＝
９
月
18
日（
日
）８
時
20
分

集
合

【
試
験
内
容
】＝

① 

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
作
文
試
験（
全

職
種
）

②
専
門
試
験（
建
築
・
土
木
・
電
気
技
師
）

③
体
力
試
験（
消
防
職
）

  

申
込
方
法
な
ど

■
直
接
持
参
も
し
く
は
郵
送
の
場
合

【
提
出
書
類
】＝

①
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

＊ 

受
験
票
用
写
真
２
枚（
無
帽
・
上
半
身
・

正
面
向
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

② 

82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒（
長
形
３
号
）

③ 

消
防
職
に
つ
い
て
は
、
身
体
検
査
書（
医

療
機
関
発
行
の
も
の
）

＊ 

郵
送
で
の
応
募
は
、
簡
易
書
留
郵
便
の
み

受
け
付
け
ま
す
。

【
応
募
期
間
】＝
７
月
19
日（
火
）〜
８
月
17

日（
水
）当
日
消
印
有
効

【
応
募
先
】＝

① 

一
般
事
務
、
建
築
技
師
、
土
木
技
師
、
電

気
技
師
、
農
業
技
師
、
保
健
師
＝
本
庁
総

務
課
人
事
グ
ル
ー
プ　

〒
８
９
５
ー
８
６

５
０　

神
田
町
３
番
22
号

　

（
23
）５
１
１
１（
内
線
４
５
２
２
）

② 

消
防
職
＝
消
防
局
消
防
総
務
課　

〒
８
９

５
ー
０
０
７
２　

中
郷
町
５
０
３
１
番
地
１

　

（
22
）０
１
２
４（
直
通
）

■ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込（
電
子
申
請)

の

場
合

【
応
募
期
間
】＝
７
月
19
日（
火
）〜
８
月
15

日（
月
）

＊ 

持
参
、
郵
送
よ
り
応
募
締
切
が
早
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、｢

新

規
採
用
職
員
募
集｣

の
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
、
電
子
申
請
の
手
続
き
を
確
認
し
て

か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

市
職
員
採
用
試
験

平成
28年度

＊ いずれの職種とも日本国籍を有し、採用時に本市に居住できる者で、受験資格の欄に定めてある全ての要件を満たすことが
条件です。

職種 採用予定人員 主な受験資格

一般事務
上級職 若干名 ①昭和56年4月2日以降に生まれた者　②大学卒業者または卒業見込みの者

初級職 若干名 ①平成7年4月2日以降に生まれた者　②高校卒業程度の学力を有する者また
は卒業見込みの者

建築技師

上級職 若干名
①昭和56年4月2日以降に生まれた者　②大学卒業者で一級建築士の資格を有
する者または卒業見込みで試験職種に必要な学科を専攻し採用後一級建築士
の受験資格取得後3年以内に同資格を取得できる者

初級職 若干名
①昭和56年4月2日以降に生まれた者　②高校卒業程度の学力を有する者で一
級建築士の資格を有する者または卒業見込みの者で試験職種に必要な学科を
専攻し採用後一級建築士の受験資格取得後3年以内に同資格を取得できる者

土木技師
上級職 若干名 ①昭和56年4月2日以降に生まれた者　②大学卒業者または卒業見込みの者　

③試験職種に必要な学科を専攻した者

初級職 若干名 ①平成7年4月2日以降に生まれた者　②高校卒業程度の学力を有する者また
は卒業見込みの者　③試験職種に必要な学科を専攻した者

電気技師 初級職 若干名
①昭和61年4月2日以降に生まれた者　②高校卒業程度の学力を有する者また
は卒業見込みの者　③採用時において、第一種または第二種電気工事士の資
格を有する者

農業技師 初級職 若干名 ①昭和61年4月2日以降に生まれた者　②高校卒業程度の学力を有する者また
は卒業見込みの者　③試験職種に必要な学科を専攻した者

保 健 師 上級職 若干名 ①昭和61年4月2日以降に生まれた者　②大学卒業者または卒業見込みの者　
③採用時において、保健師の資格を有する者

消 防 職 初級職 若干名

①平成5年4月2日以降に生まれた者　②高校卒業程度の学力を有する者また
は卒業見込みの者　③視力が左右とも裸眼で0.3以上、かつ矯正0.7以上で色
覚は、自動車運転免許が取得できること。（赤色、青色および黄色の色彩が
識別できること）　④聴力が正常であること。　⑤心身ともに健康で四肢完
全であること。

＊卒業見込みの者とは、平成29年3月までに卒業する見込みの者
＊各初級職は、各上級職の受験資格を有する者を除く

8広報薩摩川内　2016.7.109 2016.7.10　広報さつませんだい


